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群  外国語科目群 分野(分類)    使用言語  日本語 

旧群  C群 週コマ数  1コマ 

対象学生  全学向 配当学年  全回生 

単位数  2単位 

  開講年度・
  開講期   2026・後期 曜時限  火2 

授業形態  演習（外国語）（対面授業科目） 

 

 [技能領域]
アカデミックリーディング

 [授業の概要・目的]
私は，大学英語教育の目的とは，母語を介在させずに瞬時に英語を理解（聞く・読む）して表出（
話す・書く）することができる高速な外国語処理能力の定着と，自由に運用することができる（母
語に近い）語彙・表現形式の獲得であると考えています。

 [到達目標]
この授業では，言語，コミュニケーション，外国語文章の理解と表現，学習といった学生にとって
必要な教養を，英語学習と併行しながら身につけていきます。表出すること（話す・書く）を射程
に入れつつ，科学分野の学術書・英語論文の構成や特有な表現方法，思考法と提示法などを実践的
に学習しながら体得していくことを目標とします。

 [授業計画と内容]
・「一般学術目的の英語」としての位置づけ 
この授業では，最新の言語習得理論研究の成果を取り入れながら，文脈や場面，状況の中での語彙
・表現形式の定着を中心に据えた学習方法をとることにより，学術分野においてより的確で使用域
の広い英語能力獲得に向けた学習を行います。 

・教材の性質や主題 
上述の英語力を培うために，学術書や英語論文を中心に用いながら授業を展開します。使用予定の
教材では，世界的に貢献する研究者が，どのように思考して英語を処理して形にしていくのかを体
感していきます。昨年度後期のESR及びE1とは同じ内容ですのでご注意ください。 

・履修者が教室で行う作業 
学術書や学術論文特有の論理展開と表現獲得に向けた学習。内容理解及び批判的思考の鍛錬。 

第１回　諸連絡、授業概要説明、他 
第２回～第１４回　教材を１章ずつ読み進める。２回程度英文エッセイ執筆を課す。 
第１５回　英語論述試験 
フィードバックを含め１５回の授業をおこなう 

・宿題の性質と量 
予習と復習。教材の熟読。
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 [履修要件]
「全学共通科目履修の手引き」を参照してください。

 [成績評価の方法・観点]
5回以上欠席した場合は成績評価の対象としない．
授業中および定期試験期間に実施する英文論述試験の成績に基づき，本学の評価基準で判定します。
ある程度の分量の英文を書けることが期待されます。評価は，学術表現形式の定着度と，論証能力
（説得性・論理性・明解性）に基づきます。これらの割合について等の詳細は授業中に受講者に説
明します。試験を受けられなかった場合は，必ず代替課題を提出してください。代替課題の提出が
ない場合は，欠席分の点数は零点として計算して評定を出します。 
学期末定期試験（筆記）40 %　レポート試験　0 %　平常点評価　60 %

 [教科書]
KULASIS授業資料ページにて配信予定。 
　毎週使用する配信教材の該当章は、授業予定日の一週間前からクラシス授業資料ページに掲載さ
れ、授業日午後には削除して次週分に更新されていきます。著作権保護の観点から、厳格な掲載期
限が設定されており、文書の編集や印刷等に対する保護もかけられていることをご承知おきくださ
い。掲載期限は一週間のみですので、毎週ダウンロードをお忘れなく。 
　本学ではCALL教室が廃止されましたので、自分の電子機器に配信教材をダウンロードして持参
の上、授業活動に臨むことになります。小さな画面の電子機器は、眼科学的な諸問題があるため、
推奨しません。

 [授業外学修（予習・復習）等]
授業時に指示します。授業の詳細や，その他の資料・情報などは，KULASIS授業サポート授業資料
ページに掲載しますので参照してください。

 [その他（オフィスアワー等）]
KULASIS参照。2024・2025年度後期E1およびESR、今年度後期E1と教材が重複しますのでご注意く
ださい。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


